
看護職の調整機能について 
 

 

1．「成員間の連携をとりもつ調整役」Ⅰ） 

 （看護の理念の構成要素と同意の形成の章にお

いて） 

 看護には他職種との連携が求められているが、

その連携のかたちとして、ヘンダーソンは「協働」

が望ましく、さらに 1980 年代以降の状況では、他

職種の混成チームであるヘルスケアシステムにお

いて、看護はみずからの役割を「成員間の連携を

とりもつコーディネーター（調整役）」であると主

張してきた。 

 

２．「複雑な問題を抱えた対象の、生活面、医療面、

精神面、経済面などを統合的にアセスメントし家

族へも視点を向け看護実践を展開する統合力」Ⅱ） 

 山田は、退院調整機能の発揮のためには、いく

つもの問題を抱え複雑な状況におかれた患者に対

して、生活面、医療面、精神面、経済面などを総

合的にアセスメントし、家族へも視点を向け、看

護実践を展開していく総合力が必要と述べている。 

 

３．「情報収集能力、情報処理能力、コミュニケー

ション力、交渉力、指導力、レベルの高いコーデ

ィネーション力」Ⅲ） 

山田は、退院支援を行うスタッフには、制度の

理解と共に、情報収集能力、情報処理能力、コミ

ュニケーション力、交渉力、指導力、レベルの高

いコーディネーションパワーを身に着けているこ

とが期待されると述べている。 

 

４．「個人、家族及び集団の権利を護るために、問

題や葛藤の解決をはかる」Ⅳ） 

 日本看護協会は専門看護師の役割として 1．実

践、2．相談、3．調整、4．倫理調整、5．教育、6．

研究の 6 つを挙げている。そのうち倫理調整とし

て、個人、家族及び集団の権利を護るために、倫

理的な問題や葛藤の解決をはかることが専門分野

において専門看護師に求められている。 
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